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・
トウェアの動向欧州圏におけ

大 隅 昇

はしがき

統計ソフ トウェアとデータ解析の接触面iでみら

れる諸問題や現況について,折 りにふれて意見を

述べてきた16)。 ここで再び,特集 “統計ソフトウ

ェア"の 一端として,欧州圏の統計ソフトウェア

事情についての紹介の機会を得た。筆者のみると

ころ,欧州圏の統計ソフ トウェアあるいは統計パ

ッケージの動向については,断片的に知ることが

あっても,中 々まとまった知識を得ることが難か

tノ い
' と

いうのが実情であるように思う。もちろ

ん,“統計ソフ トウェア"が意味する ものをどう

考えるかにもよる。また筆者の関心が限られた範

囲にある, ということもあるので,こ こでは日頃

筆者が統計ソフ トウェアに対 して感ずるがままに

意見を述べるとしよう。

本誌, 245号 でも指摘 したように16),統
計的デ

ーータ解析と統計ソフ トウェア,あ るいは広 く計算

機科学との境界面にみられる諸り1究の情報入手が

容易になってきて いる。欧州圏 の現況 につ いて

も,Il子情は同じで,COMPSTATの :り 1究集会議:|「

録や仏国の INRIAが 主催 す る “Data Analysis

and lnformatた ぎ'国 際研究集会の会議録 などを通

じて様子を知ることができる。また,

●Statistical Software Newsletter(lSIの 活動部|IJ

の一つである International Association for Sta‐

tistical Computing(lASC)の 発行する会報)

●European Political Data Newsletter(EurOpean

Consotium fOr P01itical Researchと  Norwegian

Social Sdence Data Servicesの 共同編集の会報)

といった関連情報の紹介を中心とするジャーナル
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も定期刊行されており情報収集に役に立つ.

しか し,欧州圏の1「 情を改めて詳 しく知るには

やはり情報不足であり,さ て何を,… と考えあぐ

ねているところに,西独から統計ソフ トウェア・

カタログが到若 した.加 |え て, 日頃集めてきたソ

フトウェアやその利用の手引,そ して筆者と交流

のある研究者達が提供してくれた資料などを組l解

いて, これらを種にその断片を述べることにしよ

う。

西独における統計ソフ トウェアの利用

いま手元 に届 いた ソフ トウェア・カタログは

正 し・くは, “SOCial Science Application Software

Cata10gue" といい,西犯tボ ンの SOCial Science

lnfOrmation Centre(D Software lnfOrmation吉「F]

の編集発行になる報告書である。内容は,統計ソ

フトウェアの利用者や提供者を対象に実施 した141

送調査にもとづいている。類似の調査報告として

I.Francisの それが知 られて いるが16),西 独内の

実態調査に限定 していることや調riに先立って専

門家集団が調査の設計に携わり彼等の意見や評価

の紺i果が取り入れられている点などで若干異なっ

たものとなっている。報告書の内容をすべて述べ

ることは難かしいので,そ の概要と,そ こにみら

れる西独の統計ソフ トウェアの特徴などを抜粋 し

て紹介 しよう。

この報告書は, ドイツ連邦 (Research&Tech‐

nology省 ,BMFT)の資金援助のもとに,前述の

機関が中心となって,実施 した調査の要約で あ

る。また,政府の Information&DOculnentation



調査  甲名

第 1次調査
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第 2次調査
(60)

(118)

表 1 統計システム/ラ イプラリーの国別内訳
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＜
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(29.7%)(15。 2%)
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(40。 7%)
68(57.6%)

促i生 のためのプロジェク ト (I&D PrOgramllle)

の一環として1974年 ～1977年にかけて進められた

研究の蓄積の上に,1979年から1980年 の終りまで

続けられた調査の報告である。

調 rlは いくっかの段階に分 けて実施 されてい

る.ま ず第 1段階として,約40人 からなる専門家

集団を構成 し,関心のあるプログラムの選別作業

を行った。この段階で,65の統計システム/ラ イ

ブラリーを取り上げてさらに吟味の上,最終的に

58の システムを選んでいる.続いて,選んだシス

テムについて,281人の利用者 (機 関)に 対 して

アンケー ト調査を実施 し,利用状況,設置状況な

どを調査し結果を回収する.さ らにこの調査と並

行 して,ソ フ トゥェァ提供者 (製作・開発者を合

めて)に 対してその開発システムの概要 (機能 ,

移植性,利用言語,ハー ドゥェアの制限など)を
調で1し これも回収する。以上の回収結果を整理の

上,専門家集団が検討 し,ま た一部の専門家が各

システムに対して評価を与える, というものであ

る。調査結果はシステムごとに整理されている。

こうして得られた 58の “統計 システム/ラ イブ

ラリー"が報告の第 1巻 の前半である。

この第 1次調査の後も,プ ロジェク トは続けら

れ1982年 の 3月 中旬までに回答のあった 100の機

関,合計140の プログラムのうち,60の システムに

ついても第 2次調査として詳 しい ドキュメントが

作成されている.こ うして集めた 118の統計シス

テムの他に,独立プログラム/サ ブルーチンおよ

び言語・情報検索研究用ソフトウェアについても

同様の調査を進め,結局合わせて 275あ まりのプ

ログラム/システムについての関連情報が次の 3

巻にまとめられている (公表されないソフトゥェ

アを含めると相当の数にのぼるものと思われる).
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第 1巻―Progranl systenls/1ibrarた s(併jl回 分58,

第 2回分60,計 H8).

第 2巻――Stand_a10ne progralns (103)

第 3巻―LinguLttt data prOcesdng sOftwares

(54)

各巻は,序 と簡単な解説,ク ロスリファレンス
,

設置状況 (場 所,計算機種,連絡先 など), 調査

票の形式,そ して各ソフトウェアの概要が集約さ

れている。この報告には,“社会科学分野でのデ

ータ解析"に 関連する,ま たは役に立つと思われ

る統計ソフ トウェアの調査結果である, との断り

がある。確かにこの点で若干の偏りがあることは

否めぬものの,統計ソフトウェアのよく整]!さ れ

た報告であることに変わりはない.

さてここで,第 1巻の統計システムについて,

これを国別に分類 してみよう。多少判断に迷うも

のもあったが,筆者の主観で区分 し整理すると,

表 1の ようになる。これをみると, 118の システ

ムのうち,およそ40%強 が米国のものであり, 3

割弱が西独,残 りが他の国々のもの, という構成

になる。筆者は, 日本の事情に照らしてみると予

想以上に自国 (西 独)の統計システム/ラ イブラ

リーが多い,と感 じたがいかがな ものであ ろ う

か。なお,103の 独立プログラムについても類似

の分類を試みたが,他国産のプログラムを改編 し

たものなどが多くみられ必らずしも適切な区分が

えられなかった。また取り上げた統計システムの

うち,米国製以外のものについてその名称 (略称

にとどめたが)を表 2と して一覧にした。英国の

CLUSTAN・  GENSTAT, GLIM, NAG‐ library,

MDS(X),仏 国の SPADなどは我々もなじみのあ

るシステムである.西独の各システムについて詳

述できないことが残念であるが,およその特徴を
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国

西 独

表 2 統計システム/ラ イブラリーの国別分類

名 プ ロ グ ラ ム 名 称

5)パ ーソナルコンピュータ向きのソフ トウエ

アが少数ではあるが含まれている.

6)米英製の規模・大きい統計 システムを改編

して利用づ
~る

という傾向がみられる。

7)全 体に社会科学あるいはその関連領域の研

究の支援ツールとして適 したシステムが多いが ,

これはこの調査の性格によるものかもしれない.

なお,筆者の判断で表 2の 各システムを集計分

析向き,テ キス ト/コ ンテント分析,統計手法向

き,… と分類 し表中に記号をつけたが上の何i向 を

ここにみることができよう。

ところで独立プログラムとして挙げられた 103

のプログラムについて,手法・内容を11個の分類

区分に従って表 3に 要約してみた。この表にはい

くつかの特徴がみられる。まず,データの入出力

処理やデータ険証,変容加工機能などに利1当 する

カテゴリー(A)の プログラムが多い。統計システ

ムの場合と同様に社会科学の分野ではこうした機

能がデータ解析において不可欠の要素であること

を示すものであろう。また,多 次元データ解析の

関連プログラムもかなり多い (カ テゴリー(D),

(F)).カ テゴリー (3)の 記述統計手法 について

も同様の傾向がみられる。さらにネットワーク分

析,テ ス ト理論 (カ テゴリー(K),(IJ))な ども

案外多いことも社会科学向きのプログラムの集ま

りの特徴といってよかろう。

第 3巻の linguLtic data analyJs関連プログラ

・ムには, コンテント分析を初め情報検索等に関連

のあるソフトウエアが集められている。こうした

プログラム群やネットワーク関連プログラムが比

較的多くみられ る理由 と して,データ収集過程

に,分類協会やネットワーク分析プロジェク トの

専門家が関与したことが関係しているのかもしれ

ない。

ところで,統計システムの移植性や互換性の点

から,そ の使用言語や計算機の対応機種が問題と

なる.報告は,こ れについても詳細に調査を行っ

ている.ま ず統計システム/ラ イプラリーについ

て,適 応機種あるいは利用機種の利用度の高いも

のから列挙すると, CDC(17.2%),ICL(15.5%),

lBM(14.6%),DEC(10.3%),SIEMENS(8%),

UNIVAC(7.7%),以 下 BurrOughs,Honeywell,

夢t「 l司

オ ランダ

スイス

ベルギー

cOCOA**,COFTA*拿 , DRZ十 , EVA‐

HAMBURGネ ホ, EVA‐ ULM,  FOR‐

MAT十 ,  FORTRAN‐STATISTlKI,

ISP, ISTAP**ネ , lTAMISネ , SOFT‐

WARE72,SSPネ ,sTATSYSt,TEXT‐
PACK*ホ,ZUMAPACK十
ANCA† ,BN&STAT† ,CAM十 ,DIA‐

STATホ**, 11lCLAN† , IAS‐ Systelll† ,

INDIOS十 ,KOSTAS†,NETZ† †,PAD十 ,

SLDGL十 ,soNIS十 十,sPsw† ,SURVO′

71† , TASUSネ, TIMEDIA† , TSA† ,

VAR十,vlsA十 ,ZER AS′ D†

ARCHIVE*,CI″ US′「 AN† ,CSSノTAB*,

DATABLE*, DEI′TRAN*, GENS‐

TATI,RGSPネ ,GLIM十 ,INTERS′「 AT† ,

ISAP*,M DS(X)† , NAG† , PMMD*,

QUANTUM拿 ,TRIF)S*

GllИ MS,JENASYS十 ,sTATCAT†

WESP† ,T.TWESP†
GRADAP十 ,GRALIB■ ,MICROSTATI
NONLIN十 ,sTAP十

CERNt,EDA†
ANSECH十

に、国 MoUJIK十,sPAD十

_121螂ガ1__
(注)肩記号は次のように対応する(無印は判定不能).

(十)デ _夕 管理/検証,修正・編集,作表等に適したシス

テム

(tt)テ キスト分析,コ ンテント分析向き

('・
t)会話型システム

(|)一般的な統計システノ、/ラ イブラリー

(|十)ネ ットワーク分析向き

列挙すると次のようなことであろう。

1)デ ータ管理 (デ ー タ の 加工変容,検証 な

ど),集計作表機能, レポー トジエネ レータ など

の機能を含む .

2)コ ンテン ト分析,テ キス ト分析向きのソフ

トゥェアがみ られること一一 調査データの質問文

解析,内 容分析などの専用ソフ トウエアが多い。

3)い わゆる,多変量解析の標準的な手法を含

んでいる.ま た単に統計手法のプ ログラム集合で

はな く,1),2)の 機能に重点を置いている.

4)会話型/対話型のシステムは数が少ない。
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分区類分

表 3 独立プログラムの分類 CGK,… などが続 くがこれらは 5%を下まわって

いる。一方,独立プログラムにつ いて は,IBM
(33%),CDC(33%),SIEMENS(17%),CGK(9

%),UNIVAC(7%)の 1贋 となり, ここでは IBヽ 1

が優位に立っているが,総 じてICLゃ SIEMENS

などの欧州勢の奮闘も目立つ。

言語については,圧倒的に FORTRANが多 く,

これに ASSEMBLERが続いているが, こオlは メ

インフレーム向きのソフトウェアに共通 した傾向

であろう。

限られた資料で西独の統計ソフトウェア3111占 を

うんぬんすることはいささか乱暴ではある。 しか

しこの少ない情報の中にも,西独が予想以上にソ

フ トウェア開発の基盤を備え,ま た他国のソフ ト

ウェアの吸収力もあるといってよいであろう。

仏国のデータ解析とソフ トウェア

ところで仏国の事情はどうであろうか.仏国の

場合,いわゆる “データ解析 (Analyse des DOn―

n`es)"が 我々の考える統計的解析に近いように思

われる.仏国の研究者i圭 の言葉を借りればデータ

解析 (の ための)ソ フ トウェア (LOgkttl d｀ Analyse

des DOnn6es)で ぁリライブ ラ リー (bibliotheque)

である。  ・

仏国におけるデータ解析を語る場合
14),パ リ算j

6大学の統計ラボラトリー (Laboratoire de StatL‐

tique)の Benz6criを 中心とする研究者集団の活

動に目を瞑るわけにはいか ない。現在この分野

で中心的役割を はたしている,Diday(INRIA),

Lebart(CREDOC),Cazes,Nakache,Fene10nと ぃ

った研究者をはじめ,自 動分類法の研究で知られ

る Jambu(CNET),ROuxな どいずれもここの出

身である。これとは別に,南仏のモンペリエに拠

点をおくY.EscOuner(unit6 de BiOn16trb)や ツー

ルーズの Schektman(Paul savatier大 学)ら を中

心とする研究者集団の活躍も活発である。

INRIA(Institut NatiOnal de Recherche ell l11_

fOrinatiquc et ell Aut011latiquc),CNET (Celltre

National d'Etudes des T616colnmunicatiolls)は 規

模の大 きい国立の研究機関であり情報科学部FUで

データ解析研究者のはたす役割は大 きい。また ,

CREDOC(Centre de Recherche pour l'Etnde et

(A)1/O Management
61e handling

data checking

data handling

data transfOrmation

output facilities

program handling

３７

・４

９

‐９

２０

１３

９

(B)Descriptive statistics
univariate statistics

bivariate statistics

other descriptive statistics

(30)

22

15

4

(C) Statistical tests
one‐sample tests

two‐ sample tests

multi_sanlple tests

other statistical tests

(D)Mult市 ariate associatiOns

metric associatiOn

partial‐ nletric assOciation

ordinal metric assOciatiOn

nominal metric assOciatiOn

(E)Dynamic analysis
statiOnary process analysis

non‐ stationary process analysis

tinle series diagnOstics

point‐ prOcess analysis

other dynainic analysis

(F) Multivariate reductiOn
factOr analysis

multidimensiOnal scaling

cluster analysis

pattern recognitiOn

４３

８

３

３３

１

(G)Mathematical ecOnOmics
siinulatiOn

optimizatiOn

inputノ output analysis

(H)ExploratOry methods

(K)Network analysis

(L)Test analysis
itenl analysis

test score conlputing

other test analysis

(5)
3

2

0

(4)

|(10)

|:
(注)大区分(A)～ (L)の括弧内の数字は小区分の機

能の有無の度数.ガ 区ヽ分はその機能を備えるプ
ログラムの実度数.
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表 4 仏国のデータ解析ソフトウェア

名 称 ([]内は主な使用言語)|

ADDAD

(Association pour le Develop‐

lnent et la DifFusion de l'Ana‐

lyse des Donn6es)

[FORTRAN]

SICLA

(Un SyStさ m lnt6ractif de Clas‐

sincation Automatique)

[FORTAN]

SPAD

(SySteine POrtable pour l'Alla‐

lyse des Donn6es)

[FORTRAN]

LOM

(Language d'Organisation de

Ⅳlodules)

MODULAD
(BibliOthさ que de PrOgramnles

Portables Modulaires et Docu‐

lnent6s)

DATAVIS10N
[BASIC]

開発者/連絡先

Laboratoires de Statis‐

tique

(パ リ第 6大学 )

E.Diday

H.Ralamboudrainy

ィ也 (INRIA)

L.Lebart,A.Morineau

ィせ』(CREDOC)

Yo Schektmanイ 也

(UniVo Paul Sabatier)

Le club MODULAD,
Mo Cornelis宛

(INRIA)

M. Roux

(Montpellier)

特 徴/主な内容

●Benz6criを中心とする研究者グループの作成

したプログラム・ライブラリー

●AFC;主成分分析 ;距謝t表 ,部分データ表の

AFCな ど :自 動分類法 (階 lli/1的 ,非階層的―

dynamic clusteringイ 也);|口 |力 i:う )〃テ;111男 1クト〃千;

分析結果の解釈のための各Ilriル ーチンなど

・ 各種自動分類法を中心とするプログラム・ライ

プラリー.ADDADと 共通する部分もある。

●プログラムの詳劇1は ,文献 4),24)に ある.

0自 動分類法,と くに Didayの dynamic cluster‐

ing法を中心に,他の多次元解析手法までを合

む。メニュー方式のシステム.

・ 集計機能 (ク ロス表作成他),データ変容,記述

統計,な どの出力

・ 主成分分析 ;AFC:多 重化 AFC(Burt表 の

AFC);自 動分類法 (階層的,非階層的など);

判別分析

・ 文劇t2), 12), とくに 12)に言卜しい。

・ 社会調査/ア ンケートi問査の分析に適したシス

テム.

●AFC(標 準的 AFC,Burt表 の AFC,隣接情

報制約つ き AFC他);主成分分析 ;F]動分類

法 (標 準的な手法の他に,大量データの分類に

適した混合型の手法も含む);重 回帰分析/分

散 0共分散分析

・ クロス表の生成 ;文字データの集計 。分析

●その他,データ管理機能

・ 文献 5),6),25)を参lα

・ 一種の統計コンパイラーを目指したもの

・ 既存の総計ソフトウエア(SPSS,BMDP,GI`IM

など)が利用できる。

・ 文献 7),8),9)参 照

・ 一種のプログラム・ ライプラリーである。

●クラプの形をとり。ユーザー会としてだけでな

く,作成プログラムの登録も可能である。

●Apple Ⅱ上で機能するミニコン用パッケージ,

メニュー方式で処理できる。

●データの基本処理 (入力,出力の指示など)

●データのコード化処理 (カ テゴリー化, 2値化,

重複化,ク ロス表作成他)

●ファイル処理 (転送,コ ピー,印刷オプション

イ也)

●AFC(追補処理,グ ラフ化機能含む)

・ 階層的分類手法 (収録予定)
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名 称 ([]内は主な使用言語)

LEAS

(Logicial d'Enseignement et

d'Analyses statistiques)

[UCSP PascalノApple I]

T~~乱轟蒸轟
「

~~TI

特 徴/主な内容

(Unit6 de BiOm6tric,
MOntpenier)

A.Delcamp,「 Fo MartOnO

イ也

●Apple Ⅱ 上で機能するミニコン用会話型・統

計パッヶ―ジで,記述統計的な手法から,多変

量解析手法までを含む。

・ データ変容 (正規化, コード化,フ ァイル処理,

グラフ表示他)

・ 1変量/2変量データの統計分析 (記述統計,

クロス表作成,関 連係数の算出,単回帰分析

イ也)     .
・ f反説検定 (パ ラメ ト リ ック/ノ ンパラメ ト リ ッ

ク)

・ 多次元解析 (AFC,主成分分析,追補処理,判
別分析,正準相関分析,重回帰分析他)。

1'ObservatiOn des COnditiOn de Vie)は 人間行動科

学の視点から社会調査を継続的に進めている国立

の機関である。これらの機関はいずれもフランス

国立科学研究センター (い わゆる CNRS)と 密接

な関係にある。

ところでこうした研究機関や大学に籍を置くデ

ータ解析研究者はいずれも精力的にソフトウェァ

の開発を進めている。表 4に 挙げたソフトゥェァ

は筆者がとくに関心を持って資料を集めたもので

既に移植を終えて利用 しているものもある。

MODULADは プログラム・ ライブラリーであ

り,有償でこれを購入できることはもちろん,あ
るプログラムの開発者が希望すれば自分のプログ

ラムを登録できるという会員制度もある, という

点が面白い (DECュ _ザ _協議会,DECUsに似

ている)。 独立プログラムから統計 システムまで

多くのソフ トウェアの収録を目指 しているようで

あるが,運営が必らずしも順調とはいえない雨iも

あるようである。

LOMは ,統言|・ ソフ トゥェァというよりも, そ

の名称が示すよぅに統計システムジェネレータあ
るいは統計コンパイラに相当す る システムであ
る7),8),9).INRIAで

開発 された TABACTコ ン
パイラ 0コ ンパイラによりLOMコ ンパイラを生

成 しこれを用いて種々のデータ解析が出来るとい

う。たとえば,

●プログラムの自動生成―利用者が分析手順にあ

わせて手法やライブラリーのメニュー選択を行

うとそれに合わせた手llFiが生成される。
●宜言文プロックの自動生成―作業領域,フ ァィ
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ルなどの割り当てが任意にJI来 る。

・ 特定の統計システム・コンパイラの自動生成一

利用者が利用 したい システムを 自由選択でき

る。たとえば,GLIM,SPSS,BMDPな どがあ

る.

・ 新 しいオペレータ (機能)の追加登録,変更一

利用者が必要とするコマンドの登録・変更が可

能である.

●DBMSと のインターフェースーデータベースを

利用するためのインターフェースが用意されて

いる,

などの特徴を開発者達は強調 している。またこれ

らの機能が専用の簡易言語を用いてメニュー方式

で利用できるという。筆者は利用経験はないが開

発者の意見や報告を見聞する限りでは大変興味深

いシステムの一つである。

とくに,利用者の分析目的にあわせた解析手ЛH

のわりつけや,手法の組み合わせ,自 前のプログ

ラムの リンク,既存システム集合の相互連結利川

などの考え方は今後の統計ソフ トウェアの進む方

向の一つを示 しているように思われる。この種の

研究では統計コンパイラ (プ リプロセサやコンパ

イラ・ コンパイラを含めて)の開発が重要な役害1

をはたすものと思われるが,国内の研究者もこう

した点に大いに関心を示すべきであろう.

ところで LOMの ように, いわゆるメソッド・

ベース (nlcthod_base)志 向のシステム,悪い表場1

をするなら,寄せ集め型のシステムの場合,規模

が大きくなるということ,多 くのソフ トウェアを

連結することから当然多くのコマンド体系を習得



せねばならぬという負担の増大など新たな問題が

生まれる.しかし楽観的な見方 をす るな らば ,

LOMの ような考え方をさらに押 し進めて,人工

知能的な機能を備えたいわゆる “エキスパー ト・

システム"に近いソフ トウェア体系の設計も考え

られるのではなかろうか・

さて ADDAD28),LTSM24),slcI′ A12),sPAD25)

はデータ解析システムあるいはプログラム・ ライ

ブラリーである。LTSM,SICLAは 自動分類手法

とその関連手法を収 めた もので あ る2)4).ま た

ADDADは ,パ リ第 6大学,統計 ラボの ライブ

ラリーであり,い わゆ る Analyse Factorielle des

~Correspondances(AFC:数
量化法Ⅲ類に相当する)

をはじめ自動分類法の手法をい くつ か含んでい

る.こ れをサllい たデータ解析の講 iЧ 会も頻繁にlH

かれている.

sPADは これらの中では比較的システム化の進

んだソフトウエアであるが,主に社会調査データ

の分析に適 しており必らず しも一般的ではない。

SPADも AFCを 中心に設計 されているが AFC

の各種の変形 (多 様なデータ表に対応できる)が

通常 の 自動分類法 (階 層
含まれてい る ことや ,

的,非階層的)に 加えて,大量データの分類処理

の工夫や制約条件 (た とえば地域隣接性について

の条件)がある場合の分類法や AFCの 方法など

種々の特色がみられる5)6).ま た文字データが自

動的に数値データ化されそのまま分析できるとい

一 う機能 (analySe des donn6es teXtuelLs)が
あるが

これは実用上大変有用である。

上のようなメインフレームに適 したソフ トウエ

アの他にマイクロコンピュータ111き のものとして

DATAVISION26),LEAS27)な どが あ る。米国と

|:司 様に統計ソフトウエアのマイクロコンピュ~タ

ヘの移イ可
・現象がみられるようであるが,多 くの場

合,Apple Ⅱや仏国71機純のマイコン向きに作ら

れているので実情を詳 しく知ることがいささか難

かしい・

ここで紹介したソフトウエアはいずれも容易に

入手できる.ま た,そ の利用言語はマイコン月lを

除いてはほとんど FORTRAN言 語であるものが

多い。メインフレーム・コンピュ~夕 として IBM

製力ヽ多いが,CII′ BULL(又 Jま HOneyWellノ BULL),
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UNIVAC,CDCな どの機種も広く利用 されてい

ることから,プ ログラムの互換性を考えてのこと

であろうか。

英国における統計ソフ トウエア

英国の事情は米国のそれと同様に知る機会に:芭 :

まれているといつてよい。たとえば,GENSTAT,

RGSP, GENKEY,GLIM,CI′USTAN,・・・・…等々

周知のところであろう。NAG(NumeriCal Algo‐

rithm Group Ltd.)バ ン PLU (Prograin I″
ibrary

unit)21),22)の ようにライブラリーの開発・販売や ,

他のソフ トウエアの取次販売などを行う機関があ

る.NAGは数学・統計ライブラリーやGENSTAT

の配 4J‐ を行つて い る。 また NAGユ ーザ ー会

(NAGUA)を 割t織 して,年会の |‖1‖Lや会報の発4i

を通じて,普及活動を行つている.エ ジンバラ大

学のサービス11`円 として 1970イ 11か ら活動を開始し

た PLUは ,SPSS関 連システム (SPSS‐ X,SPSS,

scss,lDA),MINITAB,SIR, BMDP, LlSR El′
,

MDS(X), SYMAP(地図 1青 報処ll11),TSP(1寺 系

列解析)な ど多くのソフトウエアの取次販売を行

っている PLU はこうした1也機関で開発したシ

ステムを英国産コンピュ~夕 lCl´
~2900サ llに 改稲:i

するという業務を行つているが,こ うしたことが

iE面 から組織的に取り組まれているという姿勢に

は注日すべきものがある。

また, SGCSA(The Study Group on COmputers

ii survey AnalyJs)の ように統計調査分析用の

ソフトゥェアについての調査や資料1又集を行 う機

関もあり,前述の西独の調査に際 しても, この機

関の協力が大きかつたようである。

その他の国々における動向

表 2に 散見されるように,オ ランダ,ス イス,

ベルギー等の諸国でも統計システムの|;‖ 発が4j° な

われているが詳 しいことは資料不足で知ることが

難かしい。とくに, 丼こ欧圏,ソ 連邦の実情は筆者

にとつて知る術がない。 しかしここにわずかの情

報として lNRIA ll催 σ)り1究 集会での次の報告が

あり,ま たこれを筆者「lら 聞く機会を得たので簡

単に紹介 しておこう。

●oTEKS package―一N.G.Zagoruikoイ也 (USSR)



(Inst.of Mathematics Of USSR Academy of

Sclence,Siberlan branch NovoslbirSk State Unlv.

他の協力で FJl・l発 ).

●SABA packageそ の他一A.Bartkowiak他 (PO‐

land)

由1者 は,主 としてパターン認識処理や自動分類

を目的 としたプ ログラム集合体である
13).ま

た後

者はポーランドの統計 ソフ トウェア開発の現状を

述べたもので大変興味深いものであった 10)。
発表

者の BartkOwiak夫人によるとポーランドのソフ

トウェア開発は主に次のセンターでイiな われてい

るとい う。

a) InSt.of COmputer Sciences,Univ.of WrOclaw

(Wroclaw)

b) InSt. Of COmputer Sciences, Polish Acadellly

Of Sciences(WarsaW)

c) Acadeiny of Agriculture and Adam Mickie‐

wicz Univ。 (PoZnaF)

・ The Acadeiny of Agriculture

e The COmputer Centre of Adain Mickiewicz

Univ.

d)The Academy Of Agriculture(LuЫ in)

C)の前者の機関はその性格上多 くの生物統計

分析用 アルゴ リズム (と くに,実験計画法のプ ロ

グラム)を発表 している。 ここでは計算機 として

ODRA-1204が言言吾は ALGOLが 用い らオ■ている。

C)の 後者 は RIAD 20/32言 十算機,FORTRAN
i:‐ 語が主である。 b)で は EDAを主体 とするソ

フ トゥェァDANAな どの開発が進め られている。

SABAは 1978年 になって始めて 公開された統計

パ ッケージで, a)の 機関で開発された。言語は

AI′GOLを 使用 しており,基本統計手法,多項式

近似,各種検定法,各種の実験計画法,回帰分析 ,

判別分析,主成分分析, クラスター分析などを含

む という.言
1´ 算機 として ODRAが [liに 利用 され

ているが, これは英国の ICL-1900と 互換性を持

つ機種
1で

オペ レーティングシステム と して ICL

の GEORGE-1[を用いている.3artkOwiak夫 人

と話す機会を得たので計算機事情をたずねたが必

らず しも潤沢ではないとの印象を受けた。東欧圏

の情勢はこの程度 しか知ることが出来なか ったが
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それでも大変興味深いものであつた。視点を移 し

て, 日本の事情を欧州圏の研究者達がどの程度理

解 しているか, と考えるとはなはだ複雑な気持に

なるのは筆者だけであろうか .

むすび

欧州圏における統計ソフトウェア事情を手元の

限られた資料やソフ トウェアをもとに紹介 した。

諸外 1可 の統計ソフ トウェアをいたずらに高く評価

する必要もないし,ま たそれらに迎合するもので

もない。 しか し, こうした統計ソフトウェアの紹

介報告を行うたびにそこにいくつかの共通 した lLrl

向を感ぜざるをえない.

それは,い ずれのソフ トウェアも独自性あるい

は1日性があって,あ るいはそれを意識 して開発に

立ち向っているという点である.少 々大裟袈な言

い方をするならば,データ解析に対する自らの理

念があって,そ れを可能な限り具現 して くれるよ

うなソフトウェアのあり方を模索 しつつ開発を進

めている,と 思われることである。

このことは自分の力で自前のソフトウェアを作

ろう,と いう姿勢につながるものであり,結果と

して研究者が設計・製作に参加 し自ら開発者とな

っている例が多い・という点には見習うべきものが

ある。

筆者の知る仏国の研究者達,た とえば Lebart,

Jambu,ROux,Nakache,… …・, のいずれも自ら端

末の前に座リコンピュータを巧みに操り自作のプ

ログラムを自由に駆使する.彼等にとつて自分の

育てた子供達が何が出来るのか隅々まで知つてい

て, しかも実に個性的なのである。そして何より

も,統計ソフ トウェアの単なる利用者ではない,

ということである。
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実例経済数学
山田欽一・ 宮本敏雄著  A5 予価 2900円

経済学におけるいくつかのまとまった興味の

あるトビックをとりあげ,そ れらを図と式と経

,斉学的意味との二つの1員 1面 から冨羊しく

'覇

見し,

読者が経済学に対する数学的分析の適用の仕方

を体得できるようになっている。用いられた数

学は微積分と線形代数で,そ れらを学習してか

ら経済学の問題に移るのでなく,ま ず経済学の

実例にあたり,そ れに必要な数学の知識は,数

学付録から検索で きる仕組み。経済数学のテキ

ス トとして,ま た経済原論の参考書として最適 .

親切な代数学演習
加藤明史著 A5 予価2900円

ともすオ■ば_上 滑 りな理毎翠に看召まりがちな晰ιft

代数学 を,ほ んとうに “使 えるもの"にするた

めにI夫 された基本演習問題集.基本事項,基

本問題。応用問題 を体系的に配列 し,右頁に懇

切 な解答 を,巻末 に詳細 な索引 を付 した。冒頭

に “整数"を 配置 して ,そ の場で代数系の用語を

ごく自然に導入 して, “群・環 。体"に おける

抽象的定義 をいつそ う親 しみやす くするための

伏線 とし,ま た,歴史上 あるいは応用上,興味

深い問題 も随所 に含 まれている。

ゃさしい解析学 (全 2冊

s.K.シ ュタイン著 /三橋賢市訳

解析の重要な概念をで きる限 り簡単にわかり

ゃすく解説する。 1節 が 1時間の授業内容に相

当し,週 3～ 5時間,約 1年 半で終了するよう

になっている。

ベーシツクコース (極 限値と連続関数,微分・

導関数の応用,定積分,微分の計算,不定積

分の計算,定積分の応用) A5  3800F]

ア ドバンスコース (曲 面曲線と極座標,級数 ,

ベク トル,偏微分,平面と空間領域上の定積

分,ベ ク トル関数の微分,グ リーンの定理 ,

発散定理,ス トークスの定理)A5 3200円
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付 :統計ソフ トウェアの利用例 大隅 昇

ここで, GENSTATと SPADの 2

つのシステムの実行例を挙げておこう。

前述のように,GENSTATは 英国のイヽ

表的な統計システムの一つでありSPAD
はμ、国の社会調査データの分析に適した

ソフトゥェァである。

まず,GENSTATを用いた例をみる。

用いたデータは GENSTATのテス トス

ケジュールとして用意されているクラス

ター分析用のデータである。図 1が入力
コマンドおよびデータのリス トである。

行番号41～56が用いるデータセットであ

り,そ の他は実行内容を指示するコマン

ド(GENSTAT languageと いう)であ

る。プライム (H)で囲まれた部分が基

本的な命令語の部分 (directive_nameと

いう)で,それに続いて処理内容の明細

が続く.それぞれ引用符 (“
")で 囲った

注釈文をみるとそれに続く処理の内容が

類推できる。変数の定義,入力・出力,

類似度行列の算出,それを用いた階層分

類法 (single linkage),minimuin span‐

ning trec(MST)の 計算などが,順次

指定され,CRUN'に 続いてデータセッ

トを置く。さらにデータの終了 (EOD),

D[Fl'`E THE TYPE5 0F VAR:ATES AND FoRH THE S:H:LARITY llATRIX。

pERFoRM A SIヽ GLE L:NKAGE CLUSTER ANALYSiS ●:TH M:N:"UN SPANNING

処理のクローズ (CLOS),終了 (STOP)と 続く。これら

の指示に従って実行した結果の一部が図 2である。類似

度行列,MST,single_linkageの結果 (デ ンドログラム

他)が出力されている。

図 3は SPADの入カコマンドのリス トである。用い

たデータは,ぁ る調査データ (4980サ ンプル,27変数の

もの)である。各課題名は5文字のコマンドで与えられ

る。たとえば, LISTPは 図 3の コマンド部を確認する

ための出力指示を,ま た行番号 2～4ま ではデータ定義

部で DONNEで 始まる。さらに,MULTCで 始まる

行番号 14,15は Multiple cOrrespondence Analysis

(Burt表 ―多重化 2元クロス表―の数量化Ⅲ類)を指示

するコマンドであり,課題 LINEXのプロック (行番号
5～ 13)は MULTCの 事前処理 (カ テゴ リー展開,デ
ータ検証など)の指定である。以下,FPLAN(MULTC
の計算結果のグラフ化他),SEMIs(数 量化得点の自動

分類他),RECIP(同 じく,別の自動分類法によるクラ
f

数 理 科 学 NO.262 APRIL 1985

図 l GENSTATの 入力例 ―    :
スター化処理)と 続 く。さらに TAMIS,GRAFKは そ

れぞれ分類により得られたクラスターの統計量の要約 ,

グラフ出力の課題を指示するコマ ン ドであ る。ここで

は,GENSTATと は対照的に,きわめて簡略化された
コマンドと数値パラメータの指示ですべてをすませると

いう方式をとっている。パラメータの入力は自由書式で

あるが各数値の意味はマニュアルを参照し内容や条件を

確かめてから与えることになる。

SPADの出力例が図 4～図 7で あるf図 4は ::ぃゎ

ゆる数量化得点の布置 (1,2軸 )である。MULTCの
計算結果を FPLANで出力した図で,こ の図中の4文

字のコードの詳細内容が図 5のように与え られ る (こ

れは辞書ファイルから課題 MULTCを用いて出力され

る)。 一方,図 6は,SEMISによる自動分類から得られ

たデンドログラムで,図 7は,各クラスターの要約情報

点第1ク ラスターに所属の変数 (カ テゴリー)月」のデー
タの分布である。
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図 2 GENSTATの 出力例

ところで,GENSTATと SPADを 比較すると, き

わめて対照的である。既述のように GENSTATの コ

マンドがかなり構造化あるいは文章化されているのに対

して,SPADのそれはきわめて単純である。一方,出力

をくらべると, GENSTATは あつさりしてい るが,

SPADは社会調査データの変数のラベル情報 や質問文

の内容が出力される。これは SPADが調査票の質問文

や付帯情報をファイルとして用意しているからで,調査

データの分析者にとつて大変便利であ る.GENSTAT

はこうした機能を持たないが,一般的な統計システムと

しての,多 くの手法やデータ処理機能あるいは, コマン

ドを用いた分析処理のわりつけ 0実行などの機能は研iえ

ている。

ここではわずか 2つのシステムをみたが,こ れだけで

も統計ソフトウェアにはそれぞれ持ち味や個性があるこ

とが分かる。本来,開発者の設計理念や目的が異なるか

らであって, これらの優劣を比較することはさほど意味

があるとは思えない。利用者は自分が望むデータ解析の

あり方やコンピュータの環境に適したシステムを選べば

よいのである.ま た,で きることなら,多 くのシステム

を集めて (あ るいは自前で作って),目 的に応して使い

分ければよい。統計ソフトウエアの評価についてあれこ

れ議論する前に,ま ず多くのシステムに接し,Dl発者の

意図や設計思想を理解することが先決であろう.

なお,GENSTATは (株 )芙蓉情報センター (NAG

の契約先)を通して,ま た SPADは「分類の理論と応

用に関する研究会」(筆者気付).あ るいは (株 )日本科

学技術研修所を通して1梅入または連絡をとることができ

る。
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図 6

SPADの 出力 (3)
一― 自動分類 (SEMIS)の結果一

――

V
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